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* くもの糸で十字線を製作する技の伝承 

天文月報 1970 年 3 月号に当時の子午線部にいた深谷力之助さんが「蜘蛛の糸」という記

事を書いている。深谷さんはゴーチェ子午環のマイクロメーターの十字線を自作されてい

たのである。その深谷さんが 1970 年頃、くも糸を使ってアイピースの十字線を作る技の講

習会を開いてくれたことがあった。 

ゴーチェ子午環の映像記録を残す撮影の時、蜘蛛糸による十字線の作成もぜひ撮影した

いという意見があった。筆者はその「蜘蛛の糸」を使った十字線つくりの講習を受けた最

後のメンバーの一人であったが、その道具も説明文もその時は行方知れずであった。 

人生の幕引きに向かって、いろいろ整理をしていたら、出てきたではないか、深谷さん

の講習を受けたときの道具類をしまっておいた段ボール箱が。講習の時、配布された説明

文は、天文月報の記事のコピーだと思っていたが、講習会用に別に用意されたものであっ

た。道具は出てきた、そして講習時の記憶もかすかに戻っては来たが、たぶん、何度もや

ってみなければ出来るとは思えない。この技術、後世に残す意味があるかどうかは別にし

て、天文月報記事、講習会の説明文を載せてみよう。 

写真 1は、その道具である。ダンボール、ティッシュペーパーの枠は下の２）の道具。 

  

            写真 1 くも糸張りの道具類 

 道具としては、１）木綿針を鳶口状に曲げ、ペン軸に取り付けたもの、２）蜘蛛糸を調

整する枠、３）針金を切った錘（0.25g、0.5g）、４）ピンセット、５)エチルアルコール、

６）新しい細い筆、７）ピッチ、８）アルコールランプ 

 まず、蜘蛛の巣をとることから始めて、蜘蛛糸は何本も束なったものなので、それをほ

ぐして 1 本にする作業など懐かしく思い出されるのであるが、こういったものはもはや必

要のない時代になった。しかし、昔あった技術としてはアーカイブしておく価値はあろう。

やはり、この道具は一式で残しておこうと思う。 



 



 



 



 



以下は、講習会で配布された説明の文章である。 

 



 

 


